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昨
年
七
月
か
ら
改
築
工
事
が
始
ま
っ
た
県
北
中
学
校
が
七
月
十
二
日
に
完
成

し
、
七
月
十
六
日
に
引
き
渡
し
、
引
越
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
、
約
五
千
平
方
ご
で
、
総
工
費
約
八
億
六
千

万
円
の
デ
ラ
ッ
ク
ス
な
校
舎
で
す
、

叙
科
指
導
と
視
聴
覚
的
教
膏
、
共
同
学
習
の
場
な
ど
、
多
種
に
わ
た
り
活
用

で
き
る
『
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
』
が
各
階
に
あ
り
、
校
舎
西
側
に
は
、
レ
イ
ン
ボ

ー
カ
ラ
ー
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
取
り
付
け
、
生
徒
の
夢
を
た
く
す
な
ど
、
随

所
に
工
夫
の
跡
が
み
ら
れ
ま
す

。

便
用
は
七
月
十
六
日
か
ら
で
、
生
徒
た
ち
の
便
用
感
は
『
校
舎
が
と
て
も
明

る
い
』
『
ト
イ
レ
が
水
洗
で
よ
い
』
「
学
年
集
会
な
ど
に
使
い
や
す
い
」
な
ど

お
お
む
ね
良
好

、
一
方
、
「
教
室
が
狭
い
」
「
湿
気
が
強
い
」
な
ど
の
、
新
校

舎
に
慣
れ
な
い
た
め
の
不
満
も
あ
り
ま
し
た
Ｉ．

▲新　 校　 舎

・ 引越しもたいへんです

▲設備の整った触送７Ａ今はない旧校舎

県
北
中

完
成



▲教科センター的役割の多目的ホール

▲ちょっと休憩です

▲家庭科教室で ▲音楽教室で

カ
メ

ラ

ル
ポ



け っぼりと水に･つかった裏厘｛徳江二階間々｝ ２一夜明11で土砂に埋まった畑 〔川内地内|

３路肩のくすれた国1n4 号･Ｊ 田｝ ４土のうを柚み上tﾌﾟ 決小を防く（慂江沼田地内j

恐 怖 の一日

八
月
四
日
か
ら
五
日
に
か
け
て
、
台
風
十
号
の
影

響
で
、
町
に
記
録
的
な
大
雨
が
降
り
、
増
水
し
た
阿

武
隈
川
の
水
が
佐
久
間
川
な
ど
の
中
小
河
川
を
逆
流

し
、
床
上
浸
水
十
六
戸
、
床
下
浸
水
四
戸
、
田
畑
の

冠
水
六
十
二
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
な
ど
。
被
害
総
額
一

億
千
二
百
十
七
万
九
千
円
（

八
月
十
三
日
現
在
）
に

も
の
ぼ
り
、
町
に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

特
に
、
徳
江
前
原
地
区
で
は
八
戸
全
戸
が
孤
立
し
、

木
舟
や
ボ
ー
ト
で
食
糧
の
調
達
を
行
う
と
い
う
、
前

代
未
聞
の
出
来
事
と
な
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
五
日
午
前
七
時
に
「
台
風
十
号
に
よ
る

国
見
町
災
害
対
策
本
部
」（

本
部
長
八
島
忠
雄
助
役
）

を
設
置
し
て
。
被
害
情
況
を
調
査
し
、
り
災
世
帯
の

救
済
に
当
た
り
ま
し
た
。

被
害
に
あ
わ
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、
心
か
ら
お
見
舞

申
し
上
げ
ま
す
。

町 の 被 害 状 況
り 目31凵貼:

区　　　　　　　　 分 ����被　　　　　 古

住

宅
被

害 �

床　ｈ 浸　 水 ��
世帯 �16

���人�79

�床　下　浸水 ��
世帯 � ４

���人�10

非住宅 ��そ　の　 他 �楝 �2n

Ⅲ　　 冠　　 水 ���召
� りり

～ －

畑　　 冠　　 水 ���以 �40. り

文　 教　 施　 設 ���箇所 � １

道　　　　　 茹 ���箇所 �18 い ら林道７１

嬌　 り　 ょ　 う ���箇所 � １

河　　　　　　 川 ���箇所 � ９

区　　　　　 分 � 被害額 （千円）

公 立 文 教 施 般 � ３７Ｓ

農 林 水 産 巣 施 設 �2  6 . 9 4 8

公 共 土 木 施 般 �3  0 . ( ) 9
農　 産　 被　 宵 �5  4 . 7 5 9

被　 害　 総　 顏 � 囗2  ｺ 7  9



４龠ｌ 産し入れに巴 わず笑みか　　: 慂江前原地区ﾝ

台 風

1 0 号 豪雨直撃

卜
食
糧
調
達
に
ボ
ー
ト
を
利
用

Ａ
み
る
み
る
水
位
か
上
が
る
滝
川
（
川
内
地
区
）

１
不
宴
げ
に
水
位
を
見
守
る
一
徳
江
前
原
地
区
）



医　療　費
国見町の支払額5 億4,893万円 一世帯当たり　　　　30 万円

一　人当たり　　　9万4.000円

昭
和
六
十
一
年
度
の
国
保
予
算

昭
和
六
十
一
年
度
の
国

民
健
康

保
険
特
別
会
計
当
初
予
算
は
。

総
額
六
億
二
千
万
円
で

、
昨
年
度

に
比
べ

五
・
四
％

の
伸
び
と

な
り
ま
し
た
。
国
保
人
口
の
高
齢
化

が
進
み

受
診
率
が
高
く
な

っ
て
き
た
こ
と
と

、
医
療
の
高
度

化
に
よ

り
医
療
費
が
高
額
化

し
て
い
る
こ
と
が
、
主
な
ア
ッ
プ
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

一
人
九
万
八
千
円
の

医
　
療
　

費

今
年

度
の

閥
保
特

別
会
計

に
占

め

る

伏
療
賢

の
割
ａ

は

、
歳
出

総
額

の

九

丁
。。
に
当

た
る
瓦
億

六
千

八
百

九

十
・へ
万
円

で
、
昨

年
度

と
比

べ
円
・
阮

％
の

珊

と
な

ご

ゝ
い
ま

す

。

こ

れ
を
日

割

り
に
す

る

と
、
四

千

し

ぼ
．一
卜
五

万
円

の
給

付
額

と
な

り
、

年
間

一
阯
‥併

当

た
り
で

は
約

九
万

八

ｆ

円

に
な
り

ま
す
．

昨

年
度

の
給
付

実
碩

は
、

一
獣
冊

当

た
り
約

．１
．十
万

円

（
負
担

し
て

い

た

だ
い
た
川

保
脱

は
約

十
円
万

じ
１

川

）

一
人
１

た
り
で

は
約

九
万

川
千

川

｛
同

じ
く

国
保

脱
は
約

四
万

六
千

円
ｙ

の
医
療
費
が
使
わ
れ
ま
し
た
。

医
療
費
の
上
昇
は
ｉ

め
ど
な
く
、

閥
保
財
政
を
非
常
に
苦
し
い
も
の
に

し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
か
禎
極

的
に
自
ら
の
畦
康
づ
く
り
に
取
り
組

λ
で
、
疾
病
を
予
防
し
、
早
期
発
卜
｀

に
努
め
、
そ
し
て
適
正
な
受
診
を
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
。
医
療
費
の
上
井

を
お
き
え
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

み
ん
な
で
医
療
費
を
大
切
に
使
い

国
保
税
率決

ま

る

昭
和
八
卜
一
年
度
の
国
保
税
は
、

閥
傑
基
金
よ
り
三
千
万
円
を
繰
り
人

れ
し
。
極
力
、
税
の
伸
び
を
押
さ
え
、

削
年
度
に
比
べ
、
二
千
三
百
六
十
九

万
円
の
増
（
率
に
し
て
、
八
・
九
四

％
の
伸
び
）、
二
億
八
千
八
百
七
十
九

万
七
千
円

が
、
本
年
度
の
国
保
蜒
で

す
。※

国
保
税

一
世
帯
当
た
り

一
五
八
、
五
九
二
円

一
人
当
た
り

四
九
、
五
六
一
円

◇昭和61年度　国 保税税率
区　　 分 ��課税割合� 税　　　　　　 凖

応

能

割�

所　 得　 割 �5Z �弓滞　　 く0.0395 》

�資　産　割 � ８ �2!2.97　( 0.3297 )

髫

創�

被保険者均等割 �27 �ﾛ .235円 口 人当たり）

�世帯別平等割 �13 �26.999円 囗 世帯当たり）

◇国 保税 算定 例（４ 人世 帯の 場合）

・所 得 額　　1  .450､(X)O 円

・課税標準額　　1  .1 ､ 円

・固定資産税　　　46.  引 5円

Ｉ 。所 得 割　　　　 晉　　　47.005 円

ｎ．資　産　剛　　　　　jgWF　　　.270 円

Ｉ ．均 等 創　 （１人) , 235円　68.940 円

Iv. 平　等　割　 い 置 帯 ) 26.999円　26.999 円

計　　　　　　　　　　　　ｰ  58. 4円

岡保税決定年税額ｰ  . 幻 0円 ※最商限度額は37万円です



年 々 上 昇 す る
昭和６０年度国保医療費の実態

保

険

証

を

大

切

に

最
近
。
保
険
証
を
紛
失
す
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
な
く
し
た
理
由
の

ほ
と
ん
ど
は
。
家
の
中
で
の
置
き
忘

れ
、
し
ま
い
忘
れ
で
す
。

保
険
証
の
再
交
付
は
、
原
則
と
し

て
。
保
険
証
が
破
れ
た
り
、
汚
れ
た

り
、
ま
た
は
外
で
失
く
し
た
と
き
な

ど
に
す
る
も
の
で
す
。
保
険
証
は
大

切
に
保
瞥
し
て
く

だ
さ
い
。

国
保
健
康
世
帯

昭
和
六
十
年
慶
中
、
一
度
も
診
療

を
受
け
な
か
っ
た
健
康
世
帯
の
表
彰

式
か
、
八
月
七
日
役
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
骸
当
世
帯
は
六
十
世
帯
も
あ

り
、
こ
の
世
帯
に
共
通
し
て
い
え
る

こ
と
は
、
常
に
他
康
に
対
す
る
自
覚

と
、
自
分
に
適
し
た
健
康
法
を
も
ち
、

火
践
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

一
人
ひ
と
り
か
『
自
分
の
健
康
は

自
分
で
守
る
』
芻
‥
慣
を
身
に
つ
け
た

い
も
の
で
す
。

次
に
、
表
彰
さ
れ
た
健
康
世
帯
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

健
康
優
良
家
庭
紹
介

・

九
年
連
続
家
庭
（

）
家
庭
）

▽
菅
野
秋
雄
（
内
谷
東
）

・

八
年
連
碗
衣
庭
（
一
家
庭
）

▽
古
田
タ
カ
（
貝
田
）

・

七
年
連
続
家
庭
（
一
家
庭
）

▽
瀬
戸

幸
一
（
中
部
）

・

六
年
連
続
家
庭
（
三
家
庭
）

▽
半
澤
幸
祐
（
宮
町
南
）
▽
井
砂
み

さ
を
（
宮
町
北
）
▽
引
地
幸
一
（
駅

前
）

・

五
年
連
続
家
庭
（
一
家
庭
）

▽
松
浦
セ
ッ
（
石
母
田
原
）

・

四
年
連
続
家
庭
（
Ξ
家
庭
）

▽
大
限
賢
二
（
石
母
田
原
）
▽
菅
野

マ
ツ
エ
（
駅
前
）
▽
小
幡
喜
一
（
第

三
）

・

三
年
連
続
家
庭
｛
三
家
庭
｝

▽
大
竹
竹
夫
（
本
町
）
▽
長
谷
川
サ

チ
子
（
板
橋
）
∇
櫺
澤
栄
子
（
商
城
）

Ｉ
二
年
連
続
家
庭
｛
十
四
家
庭
｝

▽
安
田
正
夫
（
町
東
）
▽
角
田
正
男

（
宮
東
）
▽
大
波
一
男
（
山
崎
舘
）

▽
松
浦
信
（
滝
山
）
▽
高
橋
茂
（
山

崎
舘
）
▽
八
鳥
ソ
テ
（
山
崎
小
舘
）

▽
高
橋
源
泊
（
泉
田
中
）
▽
佐
藤
勝

男
（
泉
田
中
）
▽
田
中
（

ツ
（
第

こ

▽
佐
野
正
光
（
第
九
）
▽
上
澤
芳
正

（
大
木
戸
）
▽
小
林
泰
一
（
原
町
）

▽
玉
手
豊
（
中
部
）
　
▽
斎
藤
武
男

（
川
内
）

・

一
年
家
庭
（
三
十
三
家
庭
）

▽
芳
賀
藤
郎
（
駅
前
）
▽
八
巻
惣
一

（
大
町
南
）
▽
菊
地
あ
さ
子
（
大
町

南
）
▽
秦
長
蔵
（
宮
町
北
）
▽
名
和

由
利
子
（
宮
町
北
）
▽
鴨
田
忠
次
郎

（
山
崎
舘
）
▽
藤
田
常
七
（
石
母
田

東
）
▽
高
橋
千
枝
子
（
山
崎
舘
）

▽
佐
久
間
健

｝
（
山
崎
舘
）
▽
八
島

善
明
（
滝
山
）
▽
芳
賀
史
郎
（
駅
前
）

▽
佐
藤
次
郎
（
山
崎
小
舘
）
▽
阿
部

ミ
ヨ
（
源
宗
山
東
）
▽
阿
部
満
（
蓆

宗
山
西
）
▽
高
橋
ツ
キ
（
源
宗
山
西
）

▽
高
橘
ト
キ
（
耕
谷
）
▽
鴨
田
常
雄

（
小
坂
）
▽
野
村
伸
一
（
板
橋
）

▽
赤
坂
儀

｝
（
泉
田
下
）
▽
佐
久
間

正
男
（
第

こ

▽
野
崎
ア
ヤ
（
第
十

二
）
▽
実
沢
久
三
郎
（
第
十
二
）

▽
佐
藤
ア
キ
（
貝
田
）
▽
佐
藤
忠
助

（
貝
田
）
▽
長
谷
川
芳
男
（
貝
田
）

▽
菊
地
正
子
（
貝
田
）
▽
佐
藤
定
次

（
貝
田
）
▽
松
浦
助
治
（
大
木
戸
）

▽
谷
津
正
晴
（
山
根
）
▽
荒
川
一
男

（
原
町
）
▽
菊
池
憲
克
（
中
部
）

▽
瀬
戸
瑞
夫
（
中
部
）
▽
佐
藤
喜
八

（
川
内
）



ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

二
千
二
百
名
の
参
加

去
る
七
月
十
三
日
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
ク
リ
ー
ン
ア

ッ
プ
作
戦
は
、
各

部
落
会
の
皆
さ
ん
及
び
町
内
各
上
木

業
者
の
方
々
の
積
極
的
な
参
加
で
。

大
き
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
か
で
き

ま
し
た
。

一
部
七
月
二
十
口
り
実
施
の
地
域
も

あ
り
ま
し
た
か
、
国
見
町
全
体
で
約

二
千
二
百
名
も
の
参
加
か
あ
り
、
町

内
を
流
れ
る
一
級
河
川
（
普
祓
川
・

滝
川
・
上
泉
川
・
牛
沢
川
）
を
中
心

と
し
て

、
空

カ

ン
・
礎

ビ
ニ

ー
ル
・

廃

プ
ラ

ス
チ

″
ク
・
礎
材

な
ど

の

ゴ

ミ
の

回
収
及

び
唯

木
伐
採

・
草
刈

り

か
行

わ
れ
ま

し

た
．

ち

な
み

に
回
収

さ
れ

た
ゴ
ミ

類
は

ダ

ン
プ
で
干

．一
台

分
、
約

し
・

．・
．ト

ン
に

の

ぽ
り
ま
し

た
．

日

ご
ろ

か
ら
河
川

へ
の

ゴ
ミ

な
ど

の
投

げ
捨
て

は
絶

対
し
な

い
よ

う
心

が
け

、
き

れ

い
な

川
を

い
つ
ま

で
も

国
見

町
に

残
し

た
い
も
の

で
す

ね
／・

▲滝jll（山崎地区）で

▲普藏JII（泉田地区）で

献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

七
月
二
十
九
日
協
力
者
（
敬
称
略
）

（

一

般

協

力

》

熊

坂

哇
　
７
.

黒
　
川
　
　

武

鴨

………

朖

義

衿

林

利
　
ｆ

佐

藤

ク
ラ
ｒ

赤

坂

ぷ
　
弘

人

内
　
一
　
郎

瀬
　
戸
　
と
人
こ

斎

藤
　
マ
サ
イ

占

内
　
止
　
好

本
　
旧

愛

．ｒ

長

尾

勝

処

横

山

照

処

仲

野
　
（
　

ツ

佐

藤

閥

刄

隍
久
間
　
ッ
ヤ
了

沢
　
Ⅲ
　
　

毅

細

川

紀
　
「
卜

阿

郎

節

’卜

阿

帆

讚

Ｔ

佐

碑

紀

了

商

野

霖
‥

平

商

野

也

子

商

原

連

人

鴨
　
Ⅲ

淌
　
一

陥

尾

和

子

占

満

心－

ｒ

林
　
　

キ

サ

仲

野

博

行

本

田

み
さ
子

曦
　
山

川

仲

野

静

枝

小

鹿

存

治

内

宮

新

佐

藤

秀

恥

地

久
　
ｆ

赤
爿
畑

ｆ
也
’卜

（

国

見

精

柵

》

本

川

政
　
ｆ

嗔

山

フ
　
ク

ハ
　
川

良

ｒ

參
　
　

帥

Ｆ

陟

４

朝

’－

松

浦

泥

・Ｌ

齏

藤

敏

肢

冊
　
野
　
　

火

｛

清

水

製

作

所

｝

曳

地

す
み
え

八
　
川

尤

男

小

ａ
　
　

功

瀬
　
野

次

田
″

:
 
､ 
1 冒

《
襠
梁
製
作
所
》

古
　
田

千
鶴
子

斎

藤

光

幸

我

＆
　
三
　
男

矢

Ｈ

商
士
子

氏

家

信

古

渡

辺

二
　
男

丹

治
　
　

悟

八

島

秀

行

片

平

忠

夫

丸

山

新

古

大

橋

順
　
一

高

橋

慎
　
二

へ
国

見

町

農

協

》

闘

価

豐

寿

佐

藤

京

子

（

県

北

中

学

校

》

松

川

利

枝

（
国
見
タ
イ
ツ
）

人

内

泰

ｆ

《
慣
用

金
庫
国

見

支
店
》

圖
　
田

明

‘ｔ
｀

へ
’
国

見

ガ

ス

住

宅

設

偏

）

鈴

木

廣

茂

八

鳥

由

片

（

小

坂

小

学

校

》

嘔
　
　
　
　

涛

高

橋

富
笂ｒ

逝

佐

４
紀
ｆ

｛

岩
代
小
坂
郵
便
局
》

Ｋ

４

利

人

円
ッ
日

幹

太

へ
商

工

会

員

｝

川
　
川

義

男

ｔ

沢
　
　

豊

佐
欠
間

卍

牟

竹

野

昭

雄

野
　
凵
　
　

剛

須
　
田

光

ｆ

’一
国

見

町

役

場

｝

鈴

木

睫

治

占
　

川

心

男

谷

津

富

太

占

Ⅲ

占

太

遠

藤

μ

。卍

川

り

次

雄

阿

部
　

齔
　

’‐。

什

野

貞

治

小

野

皆

義

後

４

澄

雄

小

西

作

４

引

地

山

則

佐

野
　
　

功

菊

地

弘

ｔ

福

鳥
　
　

力

武
　
田

慶

子

蓬
　
田

恭

子

藤
　
田

陽

子

武
　
田

友

江

菅

原

文

子

遠

藤

八
重
子

大

波

正
　
子

ひ
と
こ
と

高野 恵子さん

鳥取字中鳥14 54農

家
で
は
保
継
委
員
を
し
て
い
る
の

で
、
人
に
は
献
血
を
勧
め
て
い
ま
し

た
か
、
そ
れ
だ
け
で
は
だ
め
だ
と
思

い
、
自
ら
や
っ
て
み
よ
う
と
今
回
初

め
て
献
血
に
来
ま
し
た
。
今
ま
で
は

恐
く
て
や
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
や

二
ヽ
み
る
と
何
で
も
な
か
ヽ
た
で
す

よ
。
献
血
は
身
体
の
た
め
に
む
良
い

の
で
は
？

大内 一郎さん
泉田字源 女53 ｰ 4 39 歳

今

年
か

ら
四

百

∝
献

血

か
導
入

さ

れ

る
と
聞

い
て

い
た

の
で
、

今
同

円

ｔ｛
‥
∝
献
血

に
挑

戦
し
て

み
ま

し
た

。『

一
一
葭

に
と

全
く
同

し
で
す

。
献

血

に

っ

い
て

は
、

若

い
人
に
、

特

に
自
主

的

に
参
加

し
て

ほ
し

い
と
思

い
ま
す

。
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西 根 上 堰

菊　池　利　雄

伊
達
郡
の
阿
武
隈
川
西
岸
に
は
．

叫
恨
台
地
と
吁

ば
れ
る
平

坦
な
地
形

の
広
が
り
か
み
ら
れ
る
か
、
西
部
山

地
よ
り
流
れ
出
す
瀧
川
・
産
ヶ
沢
川

な
ど
、
阿
武
隈
川
の
支
流
肝
は
流
域

か
狹
い
Ｌ
に
、
台
地
而
を
深
く
浸
食

し
て
い
る
た
め
、
澑
漑
川
水
に
と
ぽ

し
ぐ
、
条
里
水
剛
造
成
後
の
占
代
末

期
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
開
発
は
、

停
滞
気
味
に
推
移
し
た
と
み
ら
れ
る
．

近
匪

の

は
じ

め
、
信
辻

両
部

か
米

沢
瀋
Ｌ
」
杉
氏

の
支
配

ド

に
置
か

れ

た

元
和
年

問

に
、
伊

達
郡
西

阻
郷

の
総

肝

煎
で

あ

い
た
什
藤

新
右

術
門

は
．

［
伊
達

郎
西
帆

碍
同

人
扱

ド
村

二
（

川

水
御

座
無

候
．
多

分
叫
脾

之
蛸

而

己

陋
付

ケ
、

川
方

少
ク
ぼ
叶

銕
難
儀

致

レ
吠

ご

Ｌ

と
、

瞳
忽
な
Ⅲ

水
川

の

閧
さ
く

を
．恥

い
川

た
た

め
、
米

沢

藩
で

は

こ
れ
を

収

り
Ｌ

げ
藩
直

営

の

。Ｌ
乍

と
し

て
許

可
し

た

恥
の
水

源

と
な

’
だ
の
は
．

信
廴

邯

と
の
境

を
流

れ
て

い
る
、
氷

碵
の

慳
か

な
摺
Ｌ

川

に
水

め
．
．．儿
陌

四
り

二

六

．
’ひ

に
伊
達
な
‥り
．６

栗
将

監

と
新

む
衛
川

か

中
心

と
な
　

て

、

西

咀

ド
嘔
か

完
成

し
た

内

搬
卜
．堰
の
開
冫
Ｊ

は
、
福
鳥

加

卩

占
河

涯
‥
氏

衛
を

慳
丿
加

行
に
化
葎

新

む
衛

門
を
添

没

と
！一
て

、
竃
木

、一

り

（

八

．
．
叫
）

に
起

Ｌ

さ
れ

た
か
、

取

人

川
で
あ

る
尚

ノ
村

６
心
．匹
山
一
の

宮
原
付
近
は
、
岩
盤
が
か
た
く
て

、
龍

工
寥
と
な
っ
た
の
を
は
じ
め
と
し

、
一一一

堤

・
碇

川

と
な
ぺ
差

す
る

地
獄
陋

や
．

膨
人

な
Ｌ
乍

人
足

の
闘
達

な

ど
、
多

で

の

人
的

、
技
川

的
な
…困
難

か一
‥兄
服

し
、

九
ヶ
乍

の
歳
川

仝
癶

や
し

て
寛

永
卜
乍

二

六
．
づ

）

に
完
成

を
み

て

い
る
　

水

源
と

な

’．
た・
湯

／
付

よ

り
扛

卜
沢
村

ま
で
．

国
Ｕ
‘
町
の
村

々

を

含

め
て
堰

ド
．．．ト

ー
ヶ
村

を
畋

え
．

ぐ

　
コ

面

佃

は
九
″
‥
町
ル

ハ

沢

ッ

に

お
よ

ん
で

卜
るっ

い
で
西

松
Ｌ

嘔

か
川
日
｀
の
付

々

の
閧

兒
に

お
よ

ぼ
し

た
幼
恥

に
っ

い

て
畷
観

し
て

み
よ

う

、
占
代

の
律
令

政
府

に
よ

二

ヽ
内
隕
台

地
Ｌ

に
人
唆

殴

な
地

成
を

み

た
最
皿

水
川

は
、
中

断
‥に

は

い
る
と
灌

れ
永

の
管

理
碵

か
、

川

家

の
Ｆ
を

離

れ
て
政

地
竡
Ｌ

屆

に

吟

什
し

、
耻

川

・
梅

川

ｍ
ｙ

な

ど

卜

流
地

の
開

川

か
進

む
反
面

、
扣
吋

的

に
他
冖

・
塚
町

卜
な
ｙ
・
ド
流

地
の

篆
咀
水

川

に
は
灌

漑
永

か
吐
し

な
；

な

り
荒

晩
か

め

だ

’－
て
；

る
　

畆
ぶ
　

１

こ

れ
ら
の

義
甲

遣
鳩
地

の
多
で

は

内
眼
Ｌ

堰
の

開
き
で

に
俘

い
、

水
呼

地

に
Ｃ

み
二

ま

れ
て

濯

れ
水

力
既
給

を
受

け

、
水

川
か

隘
旧

し
て

い

．
た

．
ね
、
水

懸

地
で

な

い
・
叭
Ⅲ
・

小
扱

な

ど
山

ぷ

い
地

に
っ

い
て

八

れ
ｆ

、

心

汪
．

塚
野
Ｈ

な

ど
ド
流

地
の
水

………

は
．

こ

れ
ま
で

卜

豊
な
水

陳
と

し
て

い
た
『ｋ

川
を
叫

松
．嘔
に
置

き
換

え
た

た
め
、
こ
れ
ら
ｋ
流
地
で
使
旧
で

き

る

灌

漑
水

か
増
加

し
関

川

が
進
ん
で

い

い
た
　

こ
の
よ

う

に
内
眼
Ｌ

堰

の
水

Ⅲ
川

発
の

効
叭

は

、
小

に
収
ド

の
地

の

み
な

ら
ず
堰
Ｌ

の

地

に
Ｃ

お
よ

ん

だ

こ
と

が
知

ら
れ

る

西

侠
Ｌ

堰

は
現
政

に

お
Ｑ
て
ら

二

の
地

城
の

稲
作

を
攵

え
て

い
る

生
き

た
施

設
で

あ

り
、

際
史
的

に
八
て

ら

爪
要

な
山

跡
で

あ
る

な
片
疋
献
　

丿国
ｕ
‘町
史
｛

．
・

．
べ
｝

身近にある野草・薬草

26

マ　タ　タ　ビ

北
而
道
。
本
川
h
r
l国
、
九
川
の

山
地
に
自
乍
す
る
っ
る
性
の
落
葉
陋

物

雌
球
別
昧

Ｑ
、
葉
の
っ
け
眼
か
ら
ウ
メ
に
似

た
純
自
の
。圦
弁
拓
を
ド
向
き
に
っ
け

る
か
、
佗
の
咲
；

時
期
に
。
稾
の
瓦

か
ｔ

分
だ
け
臼
く
変
色
す
る
性
質
が

あ
り
、
速
方
か
ら
で
も
よ
く
日
包
ち

ま
十 
｢

が
終
わ
る
と
、
い
っ
の
間

に
か
自
変
は
消
え
ま
す
　
笵
に
は
芳

香
か
あ
り
ま
す
。

緊
火
は
長
さ
四

四
ほ
ど
の
先
の
と

が
い
た
砲
弾
形
で
、
熟
す
と
黄
色
に

な
り
。
か
む
と
ピ
リ

″
と
し
た
辛
み

が
あ
り
ま
す
。
米
実
の
中
に
虫
か
人

い
た
む
の
は
、
表
而
か
デ
コ
ボ
コ
に

な
り
虫
こ

ぷ
か
で
き
ま
す
、

▼
薬
用
▲

亅
Ｕ

ご
ろ
、

虫
こ

ぷ
を
採

収
し

、

必
ず
そ
の

日
の

う
ち

に
熱

鴻
を
注

ぐ

か

、
な

べ
で
サ

．
と
沸

騰
さ
せ

．

中

の

幼
虫
を

殺
し

た
あ

と
．
Ｈ
Ｆ

し

に

し

ま
す

冷
え

症
・
利

尿

・
強

心
・

神
経
痛

に

木

天
蓼

酒
　

忙
燥

し

た
虫
こ

ぷ
（

木

天
蓼

）
ｆ日
グ
ラ

ム
を

ホ
ワ
イ
ト

リ

カ

ー
じ
μ

ニ
ト

㎡
に
Ｉ
．～

六
力
Ｕ

濆
け

．

布
で

こ
し
て

か

ら
、

．
川
陋

卜
圧

に

を

．
Ｈ
朝

夕

已
川
に
服
川

し
ま

す
‘

グ
ラ

ニ

ｌ
ｌ

簡
μ

友
＋

グ
ラ

ム
を
加

え
て

も

い
い
で
す

．

猫
の

病
気

に
　

木

瓦
ｉ

の
粉
人

を
え

さ

に
ま
ぜ
て
７

え

ま
す
．

▼
食
用
▲

葉
は
や
わ
ら
か

い
若
々
し
い
む
の

を
肢
完
か
ら
つ
み
と
り
ま
す
。
尼
む

っ
み
と
り
ま
す
　
緊
火
は
完
熟
前
か

と
り
ご
ろ
。

料
理

葉
と
花
は
多
め
に
塩
を
入
れ

た
熱
鴻
で
ゆ
で
。
水
に
さ
ら
し
て
、

お
ひ
た
し
。
か
ら
し
あ
え
。
椀
だ
ね

に
。
こ
と
に
塩
味
を
き
か
せ
た
花
の

酢
の
物
は
、
酒
の
４
に
好
適
、

（
山

野
尽

ウ
ラ

ー
百

科
か

ら
）



九
月
十
日
「
第
二
十
六
回
全
国
下
水
道
促
進
デ
ー
」

町

職
口
（
大

学

卒

程
度

）

を

募

集

昭
和
六
十
二
年
度
の
国
見
町
職
貝

（
大
学
卒
穐
度
）
探
用
候
補
者
試
験

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

一
、
賦
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

一
般
事
務
　

若
干
名

二
、
受
験
資
格

昭
和
三
十
二
年
四
月
二
Ｈ
か
ら
昭

和
四
十
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者
。
（
学
歴
は
川

い
ま
せ
ん
）

た
だ
し
、
国
見
町
に
住
所
の
な
い

方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

Ξ
、
賦
験
日
の
期
日
、
場
所

昭
和
六
十
一
年
十
月
五
日
（
日
）

午
前
九
時
か
ら
受
付

柵
励
県
自
治
会
館

第
二
次
試
験
に
つ
い
て
は
後
日
お

知
ら
せ
し
ま
す
．

四
、
受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

Ｈ
申
込
用
紙
は
町
役
場
で
交
付
し

ま
す
。

凵
申
込
の
方
法

①
中

込
川
紙

に

必
要
事
項

を
記

入

し
て

町
役
場

に
挺
出

し
て

く

だ
さ

い
。

②
受

験
票

を
受
餌

し
た

と
き

は
。

最
近

六
ヶ
月

以
内

に
撮
彫

し

た
本
人

の
写
真

（
上
半

身

、

脱

帽
、
正

而
向

き
、
縦

六
ｍ

ｘ

横
四
・

五
㎝

）
一
枚
を

は

る

③
受

付
期
悶

八

月
二

日
か

ら
ぺ
月

。。一
卜

卩

ま

で
。

※
高
校
卒
程
度
の
採
用
候
補
荐
献
験

に
つ
い
て
は
別
途
行
う
予
定
で
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

役
場
総
務
課
雲
戌
五
一

二
一
一

】

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

〃
ジ
パ

ン

グ
倶
楽

部

″

会
員
募
集
中

入
会
資
格

女
性
六
十
歳
以
上
、
ｍ
″
性
六
十
五

歳
以
上
ど
な
た
で
も

。
夫
婦
会
員

の
場
合
ど
ち
ら
か
か
六
十
五
歳
以

上
で
あ
れ
ば
会
八
に
な
れ
ま
す
。

会
　
費

三
ｆ
六
百
円
。
夫
婦
会
員
の
場
合

お
二
人
で
六
千
円
。

特
　

典

①
国
鉄
の
運
賃
・
料
金
か
二
割
か

ら
三
割
引
に
な
り
ま
す
。

②
Ｈ
観
辿
加
盟
旅
麟
・
ホ
テ
ル
か

ら
ほ
の

ぼ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ

り
ま
す
。

③
会
員
誌

『
ジ
パ
ン
グ
』
が
毎
月

郵
送
さ
れ
ま
す
。

入
会
方
法

む
よ
り
の
駅
か
旅
行
セ
ン
タ
ー
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
．

狩
猟
免
許
試
験
の

実
施
に
つ
い
て

一
、
受
付
期
間

’八
川

ご
Ｉ
日
～
九
川
十
日

郵
送
に
よ
る
申
請
は
、
受
付
締
切

八
の
消
印
の
あ
る
も
の
ま
で
受
け

付
け
ま
す
、

二
、
賦
験
期
日
、
会
鳩

昭
和
六
ト

ー
年
卜
月
二
卜

郡
山
巾
町
働
福
祉
会
館

三
、
受
験
手
続

り
槌
出

心
‥
類

①
狩

猟
免

井
申
飼
μ
　
　

一
部

②

受
験

票
　

一
枚

｛
あ
て

先

を

明

紀
し
て

。
円
卜
円

切
手
を

は

り
て

く
だ

さ
い

。
｝

③

町
真
　

一
枚

（
申
請
前

八

ヶ

川
以
内

に
撮
彫

し
た
無
川

、

正

而

．
Ｌ

．。。分
身

、
無
背

景

道
路
は
だ
れ
の
も
の
？

わ
た
し
た
ち
が
使
う
、
貴

重
な
財
産
で
す
。

広
く
、
美
し
く
、
安
全
に

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

－

八
月
は
道
路
齋
ま
も
る
月
間
Ｉ

の

縦
１１
．一
・
六
『

横

二
・

四

ｍ

の
写

真
で

、
そ
の

裏
面

に

氏

名
及

び
扱
彫

年
月

日
を

記

入
し

た
も

の
』

④
医
師
の
診
断
書
　
一
郎

※
詳
し

い
こ
と
は
、
福
鳥
林
業
事
務

所
（
酋
一
二
－

一
一
一
一
、
内
線
ニ
ー

こ

二
二
）
ま
で
む
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

尾
外広

告
物
の

ル

ー

ル

敢
近
、
屋
外
広
占
物
の
無
秩
序
な

表
示
・
掲
出
か
日
立
つ
こ
と
か
ら
、

自
然
に
忠
ま
れ
た
処
し
い
県
上
を
守

り
、
快
適
な
生
活
環
境
を
維
持
す
る

た
め
、
こ
の
ほ
ど
、
新
し

い
屋
外
広

告
物
条
例
か
制
定
さ
れ
、
昭
和
六
十

一
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し

た
。

特
に
、
電
柱
に
糊
で
貼
っ
た
り
針

金
で
縛
り
つ
け
た
違
反
掲
出
か
目
立

つ
こ
と
か
ら
、
福
島
建
設
事
務
所
で

は
兇
見
し
次
第
、
条
例
に
基
づ
き
即

時
に
除
却
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

次
の
事
項
に
留
意
さ
れ
、
適
正
な

掲
出
で
開
催
広
告
を
行
わ
れ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

許
可
申
請

は
り
紙
・
は
り
札
・
立
看
板
な
ど

を
犀
外
に
掲
出
す
る
峯
合
は
、
建
設

（
上
木
）
事
務
所
へ
の
屋
外
広
告
物

許
可
申
諦
か
必
要
と
な
り
ま
す
。

掲
出
場
所

広
告
物
の
掲
出
は
民
地
を
利
用
し

て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
．

電
柱
・
鵠
・
街
路
樹
な
ど
に
表
示
・

掲
出
は
で
き
ま
せ
ん
．

※
問
い
合
わ
せ
は
福
鳥
建
設
事
務
所

（
ニ

ー

）
一
一

こ

か
保
原
土
木

事
務
所
（
七
五
一

ニ

ー
五
一
）
ま
で
．



善
意
の
窓

町
社
会
福
祉
協
議
会
に

◆
五
十
嵐
力
さ
ん
（
大
坂
）
か
ら

二
万
円
－

故
藏
之
助
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
八
島
富
藏
さ
ん
（
山
崎
北
）
か
ら

三
万
円
‐

故
セ
ッ
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
国
見
町
理
容
・
梟
容
観
睦
会
か
ら

一
万
円

◆
朽
木
貴
之
さ
ん
（
前
田
）
か
ら

二
千
円
卜
拾
件
金
謝
礼
の
寄
付

藤
田
小
学
校
に

◆
五
十
甑
力
さ
ん
（
大
坂
）
か
ら
　

二
万
円
Ｉ
故
藏
之
助
さ
ん
の
ご
遮
志

◆
山
旧
川
占
さ
ん
（
ｈへ
町
附
）
か
ら

湿
布
藁
肖
枚

◆
杉
崎
峨
占
さ
ん
｛
富
町
北
｝
か
ら

理
科
火
験
川
ガ
ラ
ス
器
具
多
数

◆
第
一
藤
田
妊
々
会
婦
人
郎
か
ら

維
布
八
十
枚

小
坂
小
学
校
に

◆
栄
即
会
第
一
婦
人
部
か
ら

緋
布
六
十
九
枚

◆
栄
寿
４
　下
　い

か
ら

維
布
．‥一
.
1
.

三
枚

◆
鳥
取
寿
会
婦
人
郎
か
ら

雜
布
三
十
枚

◆
内
谷
寿
会
婦
人
郎
か
ら

雑
布
瓦
十
枚

◆
占
内
富
さ
ん
｛
前
田
｝
か
ら

一
万
川

大
木
戸
小
学
校
に

◆
阿
津
賀
志
第
一
々
会
婦
人
郎
か
ら

雛
布
じ
十
枚

◆
阿
津
賀
志
第
二
寿
会
婦
人
郎
か
ら

雑
布
四
十
五
枚

◆
阿
沖
賀
志
第
三
方
会
婦
人
部
か
ら

轅
布
九
十
二
枚

県
北
中
半
校
に

◆
五
十
胤
力
さ
ん
（
大
坂
）
か
ら
　

二
万
円
－

故
藏
之
助
さ
ん
の
ご
ｔ
志

◆
阿
津
賀
志
第
二
寿
会
婦
人
郎
か
ら

維
布
三
十
一
枚

藤
田
幼
稚
園
に

◆
第
一
藤
田
畏
寿
会
婦
人
部
か
ら

織
布
三
十
枚

お
詫
び
と
訂
正

七
月
月
ガ
ベ
ー
ジ
の
善
意
の
窓
　

－

県
北
中
学
校
に
国
見
町
老
人
ク
ラ
ブー

か
ら
雑
布
五
十
六
枚
と
あ
る
の
は
石

－
母
田
艮
寿
会
婦
人
郎
か
ら
維
布
ぷ
十

六
枚
の
誤
り
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂

正

い
た
し
ま
す
。

今
月

の
納

税

八
月
は
、
国
保
税
（
第
二

期
）

町
県
民
暁
（
第
二
期
）
の
納
入
の

月
で
す
。

納
期
内
（
八
月
末
日
ま
で
）
に

完
納
し
ま
し
ょ
う
／・

戸籍の窓口
（７月受付 分）

出生おめでとうござい ます

子 の 名 保 練 者　 部 落

達 哉(た つ や〉吉田　 溝 宮　 東

潤( じ ゅ ん)古川 栄一　大 町 北

祐　子(ゆ う こ) 蓬田　 吉夫　第　 九

真 紀(ま　　き)安孫子孝由　泉 田 上

碧　くみ ど り)佐久間 守　第　 一

香 菜(か　 な)渡辺 一郎 徳 江 北

和香子(わ か こ) 大内　一郎　泉 田 中

綾　佳(あ や か)鈴木　 章　川　 内

祐･ ●(ゆうすけ)鴨出　 忠 源宗山北

坐二郎(けいt;ろう)宍戸　 茂　姚　 －

ご結婚おめでとうございます

氏　 名　　　　　　 郎 落

星　　 徭 弘　　　　 太 田 川

関 口 良 江　　　　 泉 田 上

おくやみ申し 上げます

氏　　 名　　　 年齢　　 部 落

高　檎　多　代　　57　　 山　 根

八 鳥 セ ツ　　58　　 山 崎 北

拇 谷 長 －　　69　　 泉 田 中

菊　池　久 志　　74　　 山　 棋

五十嵐 蔵之助　　82　　 大　 坂

村　上　チ　ヨ　　　７ｎ　　　山　 根

人 口 と 世 帯
８月1.日現在(前月比)７月中のうごき

人
　
　

口

Ｉ

男5.793 人 （－ ５）

女6  靆 93人（－ ２）

計11.986 人(  ｰ 7 )

世帯数2.  6戸丿 十ｌ）

帳 人　８人

転 出　19人

出　生10 人

死 亡　６人

心配ごと相談日
場 所 ： 役場 二 階 相 跂 室（東側人口からあ,入り下叭 ）ヽ

時 間 ： ９時 ～12 時

こまったことや、相鷁ごとがありましたら、

お気軽にご 相談下さい。 秘密は絶対に守ります。

{ 相破員}

8月25日（月）佐久間 巌 ，長谷川キン

9月５日（金）樋口　 弘・阿部　 キク

9 月 13 日 (土）茹地 平肋・玉手マルヨ

８月　葉月(はづき)

20日（水）満 月

21日（木）小中学校

・　　　　 二学期始業式

23日（土）処_ 暑 ．＝

９月　長月(ながづき)

１日（月）二百十日

防災の日

８日（月）白　露

15日（月）敬老の日

「
子
に
贈
る
大
き
な
遺
産
下
水
道
」
　「
下
水
道
で

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
」



公
民
館
だ
よ
り

国見町 公民 館

8 5 - 2 6 7 6

（有）４156

思い出
キャンプ研修会

▲食器洗いも協力して

▲自分たちで作った料岨は皿高､!゙

４ さわやかな空気を嵋いながらラジオ体操

六
月
に
闘
講
し
た
「
少
彫
仲
問
づ

く
り
教
室
」
の
．
飛
人
の
メ
ー
ン
で

あ
る
キ
ャ
ン
プ
研
修
会
が
、
じ
り
し

卜
八
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
の
二
泊

三
日
に
わ
た

ご
～

霊
山
子
供
の
村

キ

グ
／
ブ
場
で
行
わ
れ
ま
し
た

こ
の
キ
ャ
ン
プ
研
修
会
に
は
．
教

室
生
六
十
一
．
名
か
参
加
し
ま
し
か
７

第
一
日
日
は
、
公
民
館
を
九
時
嚼

に
バ
ス
で
出
発
、
ｆ
供
の
村
に
は
卜

時
肺
に
到
着
し
ま
し
た
で
早
速
テ
ン

ト
設
営
、
続
い
て
昼
食
の
碓
備
と
、

休
む
暇
も
な
い
忙
し
さ
で
し
ダ
．

午
後
は
、
班
活
動
、
そ
し
て
夕
食

の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
野
菜
サ
ラ
ダ
の

炊
事
で
す
．
慣
れ
な
い
予
っ
き
で
し

た
か
、
お
圧
い
に
助
け（
‥
い
な
が
ら

の
作
業
、
ひ
と
き
わ
に
ぎ
や
か
で
し

た
。夕

食
後
。
夕
ぺ
の
っ
ど
い
と
キ

’。

ン
ブ
ソ
ン
グ
の
練
習
を
し
、
ｊ
時
に

就
寝
し
ま
し
た
。

二
日
冂
は
六
時
に
起
床
、
朝
食
後

お
に
ぎ
り
を
作
っ
て
、
九
時
半
に
霊

山
登
山
に
川
発
し
ま
し
た
。
阿
武
隈

山
系
・
吾
と
山
系
を

。
望
で
き
る
宝

片
台
で
小
休
憩

を
と
り
ま
し
た
。
ふ

ら
と
か
ら
直
立
に
そ
そ
り
立
つ
絶
壁

お
よ
そ
Ｌ
ト
ノ
ー
ト
し
、
7
.供
た
ち

に
は
眼
前
に
広
が
る
景
観
と
、
点
在

す
る
岩
と
木
木
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

町
東
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝

第
七
回
少
年
ソ
フ
ト
大
会

第
匕

回
少
年
ソ

フ
ト

ボ

ー
ル
大
会

が
．
じ
川

．「
．卜
「

日
午

加

八
時
三

卜

分

か
ら

山
崎
運

動
場
で

行

わ
れ
、

町

呶
Ａ

チ

ー
ム
か
優

勝

し
ま
し

た
．

こ
の

大
会
は

、
ソ

フ
ト

ボ
ー
ル

大

会

を
通

し
、
ス

ポ

ー
ツ
活
動

の
振

興

と
、

心
身

と
も

に
健

令
な

少
乍
を
育

成

す
る
こ

と
を

目
的

と
し

た
．
町

教

介

委
員
会

の
上

催
で

、
同

一
小
乍

皎

の

四
年

生
か
ら

六
年

生
ま
で

の
Ⅲ
刀
々

児

童
で
編

成
し

た
．

十
五
チ

ー

ム
か

出

場
し

ま
し
た
．

開
会
式

で
大
会

長

の
蓬
田

敦
育

長
．

来

賓
を
代

表
し
て

、
森

江

野
小
学

校

大

和
校
艮

先
生

の
激
励

の
あ

と
試
合

を
開
始
し
ま
し
た
。

真
夏
の
太
陽
の
下
、
チ

ビ
ご
Ｐ
選

手
た
ら
は
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

の
応
援
を
う
け
て
、
元
気
に
プ
レ
ー

を
続
け
夏
休
み
の
一
日
を
楽
し
く
過

ご
し
ま
し
た
。

決
勝
戦
で
は
昨
午
度
ま
で
三
辿
覇

の
小
坂
ス
パ
ー
ク
ス
Ａ

と
町
東
Ａ
か

対
戦
、
町
束
Ａ
が
７
対
４
で
優
勝
し

ま
し
た
。
成
紬
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝
　
町
東
Ａ
チ

ー
ム

凖
優
勝
　
小
坂
ス

バ
ー
ク
ス
Ａ

第
二
位
　
耕
　
谷

μ
　
μ
　
小
坂
ス
バ
ー
ク
ス
Ｂ

婦
人
水
泳
教
室

終
え
る

六
月
ニ
ト
四
日
か
ら
週
。一
回
、
火

曜
日
と
木
曜
日
の
午
前
九
時
一
ニ
ト
分

か
ら
約
二
時
間
、
卜
回
コ
ー
ス
で
婦

人
の
初
心
者
を
対
象
に
し
た
水
泳
教

室
を
開
講
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
卜

瓦
名
で
七
月
二
十
四
日
に
終
了
し
ま

し
た
。

「
プ
ー
ル
に
入
る
こ
と
、
水
泳
を
す

る
こ
と
が
初
め
て
」
と
い
う
人
た
ち

が
多
い
た
め
顏
を
水
に
つ
け
る
こ
と

か
ら
始
ま
り
、
ビ
ー
ト
板
。
ヘ
ル
パ

ー
を
使
用
し
て
の
練
習
を
繰
り
返
し

行

い
ま
し
た
。
期
間
中
は
天
候
に
あ

ま
り
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
冷

た
い
水
の
中
で
子
供
の
よ
う
に
元
気

に
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

４１５チームが参加した少年ソフトボール大会



夏休みの
少年仲間づくり教室

の
妙

な
・
楽

し
む

こ
と

が
で
き

、
疲

れ

を
忘

れ
さ

せ
て
く

れ
ま

し
た
．．

休

憩
後

、
よ
く

整
備

さ

れ
た
ひ

山

道
を

歩

’气

国
司

沢

を
辿

り
、
川
的

地
で

あ
る
霊

山
城

跡

に
ト

ー
叶

に
到

衿
、

班

ご
と

に
輪

に
な

・．
て

、
楽
し

く

侭
食
を

と

り
ま
し

た

そ

の
後

、
霊

山
の
娘
‥仙
岬
で

あ
る

東
物

咾
台

（
海
抜

八

二
．
．・

ｈ
ノ

ーー

ト
ｔ

）

な
ど
か
一
通

り
、
Ｔ

後

．．．時

に

’ド
飮

の
村

に
帰

り
ま

し
た
　

往

復

圦

キ

ロ
メ

ー
ト

ル
、
杓
『『
．畤
間

の
ひ

山

コ

ー
ス
を

貨
‥口
か
完
φ

し
ま
し

か
．

夕
た

後
、

い
よ

い
よ

キ

‘
ン
．フ
フ

‥ｆ
イ
ヤ

ｉ‐
で
す
　

「
遠
き
山

匚
川

は

落

ち
て
・

の
歌

に
始

ま
り
、

キ

いＩ
ン

パ
『
・
に
よ

る
献

詞
の

あ
と
、

い
げ

た

に
点
火
　

外
班

ご
と
の
ス

タ
ン

ツ
や

ダ
ン
ス
な

ど
・
入

い
に
余

し

Å
ま
し

た

こ
の

キ

‘。
ン
ブ
フ

。・‐
イ

ヤ
ー
の

高

ｙ
、
燃

え
卜

か
る

赤

い
火
を

兒
っ

め
て
、

夊

怙

や
感

謝
、

以

省
の

心
と
と
し

に

深

い
思
索

の
測

に
沈

む
よ

い
叫
ま

今

吋

だ
こ

と
と
思

い
ま

す

こ
の
キ
广

ペ
フ
研
修
会
を
晒
し
、

教
令
乍
は
、
自
然
の
ｔ
し
き
、
多
く

の
仲
間
と
の
ふ
れ
あ

い
な
ど
、
数
多

く
の
経
験
を
し
、
Ｑ
休
ふ
の
よ
き
思

い
出
と
な
・．
だ
こ
と
で
し
・・
う

最
後
に
、
こ
の
研
修
会
に
黠
加
し
、

ご
指
導
い
た
だ
い
か
ミ

サ
ー
ク
ー
ぼ

け
　
と
｀
の
訪
八
の
皆
さ
人
に
感
謝

申
し
Ｌ

げ
ま
卞

▲国司沢で一休み

▲心に枝ったキ1‘ンブフアイヤー

四
季
折
々
の
味
を

食

卓

に

料
理
教
室
開
講

夲
印

度
の
料
理

教
室

が
こ

の
ほ

ど
、

．．
卜
＆

名
の
学
級

生

に
よ
り

開
溝

い

た
し
ま
あ
し
た

．

学
級

乍
は
夊
年

三
月

ま
で

九
回

に

わ
た

り
、
叫
夸

折
々

の
料
理

を
実
習

す

る
こ

と
に
な

り
ま
す

鯉
康
で

心
豐

か
な

住
み
よ

い
町

づ

く

り

に
寄
７

さ

れ
る
こ

と
で

し

？
つ
．．▲慣れた手つきで科理づくり

伊
達
地
方
ス
ポ
ー
ツ
人

会

代
表
に

貝
田

チ

ー
ム
（
ソ

フ
ト

）

伊
達
地
方
ス
ポ
；

ツ
大
余
、
ソ
フ

ト
ボ
：

φ
の
部
町
．ｒ

選
大
余
か
町
体

育
協
会
．
公
民
館
ド
催
で
、
し
日
‥
二

卜
Ｌ
日
午
前
八
時
．こ
卜
分
か
ら
町
瓜

運
動
場
で
卜
五
チ
ー
ム
が
参
如
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

闘
会
式
で
は
人
会
長
の
佐
藤
元
一

体
協
会
艮
、
家
寰
の
蓮
田
教
育
長
の

あ
い
さ
つ
の
あ
と
試
（
口
開
始
と
な
り

ｔ
｀
し
た
。

各
選
手
た
ち
は
、
猛
暑
の
中
で
あ

り
ま
し
た
が
。
代
表
権
獲
得
の
た
め
、

熱
峨
を
繰
り
吹
げ
ま
し
た
　
そ
の
結

淤
叶
午
度

に
続

い
て
は
田
チ
ー
ム
が

優
勝
し
ま
し
た

九
り
Ｌ
日
に
川
俣
町
で
開
か
れ
る

伊
達
ス
ポ
ー
ツ
人
会
に
て
の
ご
健
闘

を
期
待
し
ま
す

。

な
お
成
績
は
次
の
と
お
り

暖

勝
　

貝

川
チ

ー

ム

凖
優

勝
　

耕

谷
ク

ラ

ブ

第
一
．．
位
　

滝

川
ク
ラ

プ

り
　

μ
　

源
宗

山

ク
ラ

ブ

案
内
板
が
お
目
見
え

こ
の
ほ

ど
、
勤

労
き

体
育

セ

ン
タ

ー
、
テ

’一一
又
コ

ー
ト

、
町

氏
プ
『
Ｉ
ル

人

川
に
、

案
内
皈

が

で
き
あ

か

り
ま

し

た

▲完成した富内板



伊
達
地
方
町
議
会

議
員
大
会
開
か
る

第

ベ

ト

．Ｅ（
‘
回

伊

達

地

方

町

議

会

譏

‐‥
μ

人

会

か

、

Ｌ

り

ニ

ト

．
．
．
日

午

前

九

時

か

ら

国

見

勤

労

青

体

育

セ

ン

タ

ー

で

開

か

れ

ま

し

た

大

会

に

は

、

伊

達

郡

九

町

の

＆

議

会

巌

ｎ

や

関

係

者

な

ど

、

一
『

酉

六

卜

人

が

出

席

し

ま

し

た
　

人

会

に

先

立

ち

、

柵

島

民

報

桂

の

佐

藤

謙

寿

取

締

論

説
委
員
会

幹
巾

が

「
自
民
人

晦

と

政

治
の
而

白
曳
こ

と

題
し
て

講
演
を

一
け

い
ま

し
た

．

大
会
で

は
、
企

．長

の
山

川
角
蔵
桑

折

町
議
会

議
妊

の
あ

い
さ

っ
の
あ

と
、

菊

地
政

治
町

長
ら
か

呪
辞

か
Ｉ述

べ
ま

し

た
．

続

い
て

議
乍

に
入

り
、
許

町

か
ら
提

案
き

れ
た

い
ド
水

道
乍
吏

の

国

雍

補
助
率

の
復

．兀
及

び
国
川

補
助

率

祕
川

の
拡
人

に
っ

じ

ご

（
川
Ｕ
、

町
議
会

提
出

、
占

川
久

男
建
設
水

道

富
任
ｌ

い
．妊
の
提

案
理
由

説
明

）
な

ど
を

審
議

、
関
係

機
闌

に
要
望

し
て

い
く

こ
と

か・
決

め
ま
し

た

こ

の
あ

と
、
人
会

宣
．．‥
を
決

議
、

ま

た
、
町
村

財
政

の
確

立
を
明

卞
る

な

ど
八
頃

日

を
決
議

し
ま

し
た

▲盛大に行われた伊連地方町誦会議目大会

国
見
町
に
進
出

ｌ

マ
ー
ブ
ル
・

ニ
ッ
ト
工
場
―

去

る

七
川
一
．
卜
四
日

、
小

坂
前
地

内
Ｌ

案
団

地
で

、
町
誘

附
介
業

の
株

式
会

社

マ
ー

ブ
ル

ニ

匸

卜
．Ｌ
珊
の

地

飢
祭

か
行
わ

れ
ま

し

た

こ
の

日
は
う

．つ
と
う

し

か

ｆ。
た
恥

雨
空
も
、
か
ら
り
と
晴
れ
上

が
り
．

絶

好

の
日

和
り

に
恵
ま

れ
、

三
占
神
杜

宮

司

の
睨
詞

に
続

い
て
、
菊

池

マ
ー

ブ
ル

‘匸

卜
阯

妊

か
力
強

い
掛
け
声

と
と
も

に
地

鎮
の
儀

式
を

行

い
ま

し

ダ
続

い
て
菊

地
政

治
町

長
か
ら

、「
私

か
町
妊
に
な

ご

、
陶
め
て
の
誘
致
彖

吏
で
あ
る
、
マ
ー
プ
ル

ー
ニ

。
卜
匚

場
の
益
々
の
発
展
を
祈
り
ま
す
一

と
、

あ
い
き
っ
か
あ
り
、
無
乍
地
鎮
祭
を

柊
え
ま
し
た
。。

こ
の
匚
場
は
、
屯
京
江
戸
川
ド
に

あ
る
匚
鳩
か
映
く
な
ｆ
だ
の
で
、
国

延
町
に
進
出
す

る
こ
と
に
な

Ｉ．
た
も

の
で
す
　
Ｌ
に
・
ン
ヤ
ッ

ー
ブ
ラ
ウ
ス

な
ど
の
縫
製
を
什
‐つ
Ｌ
場
で
。
従
竃

ほ
は
川
卜
人
位
で
操
業
の
Ｕ
、
込
み
で

す
。

祭鷦地たれわ行で廸団業工内地前坂小▲

さ
わ
や
か

ミ
ス
ピ
ー
チ

福
鳥

の
モ

モ
を
令

国

に
Ｐ
Ｒ

す

る
8
6

ミ

’ヘ
ビ

ー
チ

か

、
Ｌ

川

二
十

円
川
、

そ

ろ

い
の
ワ

ン

ピ
ー
ス

に
身

を

つ
つ

み
、
役
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。

（
’
乍
で
二
十
四
代
日

に
な
る
ミ
ス

ヒ

ー
チ
ト
人
の
う
ち
の
四
人
で
、
そ

れ
ぞ
れ
か
、
「
新
鮮
で
あ
ま
く
お
い

し
い
柚
鳥
の
モ
モ
を
全
岡
に
Ｐ
Ｒ
し

ま
す
一

と
語
り
。
職
八
か
ら
鹿
大
な

拍
ｆ
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
お
盆
こ
ろ
帰
省
客
で
に
ぎ

わ
う
東
北
自
動
車
道
国
見
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
で
も
、
ミ
ス
ビ
ー
チ

が
活
雛

し
ま
Ｉ十

▲そろいのワンピースに身をつつんだ４人の美女たち

町

職

員

の
人

事

異
動

異
動
お
よ
び
昇
格

▽
建
設
課
管
理
係
鎚
（
企
両
課
齔
両

係
長
）
小
野
智
義
　
▽
企
両
課
国
土

調
査
係
長
（
建
設
踝
管
理
係
長
）
八

島
英
雄
　
▽
企
画
課
企
画
係
長
（
税

務
課
賦
課
係
）
武
Ⅲ
幹
夫

編
集
日
記

▽
八
月

五
日

、
徳
汪

前
原

地
区

が
台

風
十

号
に
よ

る
大
而

で
洪

水

と
な
り

孤
立

し
て

い
る
と

の
連

絡
が
入

り

。

早
辿

で
か
け

ま
し

た
。
雨

が
降

り
続

き
、
水

か

き
も
川

し
て

い
る
と

の
こ

と

。
地
元

の
お
年
寄

り

の
方

に
伺

っ

て
も

、

瓦
’
同

の
よ
う

な
人
巾

や
洪

水
は

生
ま

れ
て

初
め
て
ぃ

と
、

増
水

す

る
泥
水

を
恥

安
げ
に

見
守

っ
て

い

ま
し

た
。

▽
午

的
卜
時

す
ぎ

、
川
水

し

た
阿
武

瞬

川
と
瀧

川
の
水

位
か
Ｌ

か

り
。

い

ま

に
も
堤

防
を
越

し
そ
う

に
な
り

、

川
内

地
Ｋ

に
避

難
命
令

が
出

さ
れ
ま

し

た
。
家

財
道
具

そ

手
に
避

雛
場
所

ま

で
急
ぐ

地
Ｋ

の
人

た
ち
、

ど
う

に

か

浸
水
は

ま
ぬ

か
れ

た
ら
の

の
、
不

女

な
一
口

だ
っ

た
こ
と

と
思

い
ま
す

。

▽

前
原
地

区
で

は
、
木

柵
や

ボ

ー
ト

を

使
‐ｊ

、
食
糧

の
調
達

か『
行

う
と

の

こ

と
な
の

で
、

私
も
木

鮃

に
の
せ
て

む

ら
い
ま

し

た
。
道
路

や
田

、
畑

は

す

‐。
ぽ
り

と
水

の
中

。
短
叶
川

で

の

増
水

の

た
め
、

家
財
道
只

の
人

今

は

水

に
つ
か
り
食

事
も

と

れ
ず
じ

ま

い
。

全
貝

二
階

に
避
難

し

。
そ
の

顏
は

。

あ

ま
り
の

洪
水

に
あ
き

れ
韻

と

い
・

た
と
こ
ろ

で
し

た
。

▽
被
害

に
あ
わ

れ
た
皆

さ
ん

に
心

か

ら
お
見
舞

申
し
上

げ
ま

す
と

と
も

に
、

こ

の
経
験

を
忘

れ
ず
、
今

後
の

教
訓

と
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
Ｓ

編
集

国
兄
町
企
画
課

福
鳥
県
伊
達
廊
国
兇
町
大
字
藤
田
字
一
丁
田
二
２
の
Ｉ

一
九
六
九
１

’
七
　

魯
（
○
二
四
五
で
八
五
－
ニ

ー
一
一
｛
代
喪
｝
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